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１、本授業の工夫と概要 

本授業は、教職に関する必修の専門科目であり、

本年度より開講された講義である。教育学部の３

回生（A・B）１３５名と大きなサイズの授業で

あるが、学生の主体的な学びを促進するために、

双方向的な授業を試みた。 
双方向的授業を実践するために、以前から利用

していた「大福帳」というＡ４版の出席カードを

使用した。「大福帳」には、授業回数分のコメン

ト記入欄が設けられ、毎回授業終了後に、授業へ

の感想や質問などを学生が記入し、次回授業時に

学生に返却するものである。この出席カードの使

用により、授業時に学生がどのようなことを考え

ているかを知ることができ、次回の授業にその内

容を生かすことが可能となる。また、学生の質問

などに個別に対応できるため、より細やかな指導

が可能となる。 
また、学生たちのより主体的な授業参加を促進

するために、随時「バズ学習」的な話し合いを行

い、その結果を全体に述べさせた。さらに、教育

実習終了後の講義であることからも、教職に対す

るポジティブな取り組みが可能となるよう、教育

現場の課題だけではなく、教職のやりがいや面白

さを伝えようと考え、そうしたドキュメントなど

の資料を積極的に使用した。 
なお、本授業は学部のディプロマ・ポリシーの

「教育に関する確かな知識と、得意とする分野の

専門的知識を有している。」項目に関係する。 
授業概要は、以下の通りである。 
第１回：特別活動とは何か 
第２回：特別活動の特質と実践 
第３回：特別活動の現代的課題とは 
第４回：特別活動の理論（１）教師の勢力 
第５回：特別活動の理論（２）集団論 
第６回：特別活動の実践（１）学級づくり１ 
第７回：特別活動の実践（２）学級づくり２ 
第８回：総括と試験 
 

２、学生評価と今後の課題 

学生評価は、本講義に対して自由にコメントを

書いてもらう方法により実施した。 
まず、本講義を受講して得た特別活動の専門的

知識について言及してあるコメントを紹介した

い。 
・「今まで教育実習に行った時などは、どうやっ

て授業をするかということばかりが頭の中にあ

りましたが、特別活動論を受けてから、まず学級

が成り立った上に授業があり、学級経営が重要だ

という事を再認識しました。」 
・「自分の学生時代の（特別活動に関する）体験

が、どのようなメカニズム、理論によって説明で

きるのかということを知ることができた。」 
このように、これまでの体験を、本講義の専門

的知識の習得により、自身のリフレクションにつ

なげているコメントを多く見ることができた。さ

らに専門的には、以下のような、特別活動の実践

技術に対するコメントも多くみられた。 
・「エンカウンターは、学級開きなどのアイスブ

レーキングのようなイメージが強かったが、日常

的に生徒の様子を見て、必要なエンカウンターを

行い、よりよい集団づくりに生かしていけること

が分かった。」 
 さらに、教師のやりがいを高めようとした意図

については、以下のようなコメントがあった。 
・「この講義で取り扱ったものは、自分のモチベ

ーションを上げるものばかりで、とても関心をも

って取り組めた。」 
・「教師というのはとても大変な仕事であると同

時に、やりがいを感じられる仕事であるという事

を感じる講義であった。」 
 授業全体に関しても、比較的良好なコメントが

多かったが、ねらいとしていた双方向的な授業に

関しては課題が残った。大人数の講義で、どれほ

ど、教師と学生の、そして学生相互のコミュニケ

ーションを高めていくのかが問われていると思

う。最後に、手前みそであるが、以下のようなコ

メントを。 
・「色々な授業の中で、この授業が一番好きだっ

た。おしつけがましくない先生の雰囲気と内容が

とてもよかった。」 



 


